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オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業について 

 

 オリンピック・パラリンピック教育を通して、児童生徒が運動・スポーツへの関心を高

め、運動習慣の改善と体力の向上を図るともに、子どもたちが国際理解や多様な人々と共

に生きる社会の実現に不可欠な他者への共感や思いやりを身につけていくことを目的に実

施します。 

今回は、東京２０２０パラリンピック女子車いすバスケットボールにキャプテンとして

出場し、見事６位に入賞された 網本 麻里 氏を講師として招聘し、下記のとおり実施

します。 

 

 

記 

 

 

１ 講 師  網本 麻里（あみもと まり）氏 

 

２ 日 時  令和３年１１月１６日（火）午前１０時４５分から午後０時３０分まで 

 

３ 場 所  鳥取市立千代南中学校 体育館 

〒６８９－１２１１ 鳥取市用瀬町別府６５ 

  

４ 対 象  全校生徒８０名（体験は３年生のみ） 

 

５ 内 容  （１）講義（全校生徒） 

・競技との出会い、東京パラリンピックを終えて、中学生に向けて 

       （２）車いすバスケットボール体験（３年生のみ） 

         ・車いすバスケットボールの説明、実技指導・体験、ゲーム体験等 

       

６ 担 当  鳥取市立千代南中学校 河本 俊顕 教頭 

         電話 ０８５８－８７－２０１４ 

 

７ その他  取材を希望される場合は、「６ 担当」へ事前に連絡をしてください。 

 

８ 添付資料 ・オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業実施要項 

・アスリート経歴 



オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業 
令和３年度鳥取県オリンピック・パラリンピック教育推進事業実施要項 

 
体育保健課 

１ 目的 
東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に合わせ、児童生徒のスポーツの意義

や価値等に対する理解・関心の向上、国民の幼少期から高齢期まで（学校教育を含む）の生
涯を通じた運動・スポーツへの主体的な参画（「知る」、「する」、「見る」、「支える」）
の定着・拡大を図る。 

また、オリンピック・パラリンピック教育を通して、児童生徒に運動・スポーツへの関心
を高めることで、運動実施時間の少ない子どもを運動に親しませるとともに、本県児童生徒
の課題でもある運動習慣の改善と体力向上を図る。 
さらに、多様な国や地域の文化の理解を通じて、子どもたちが国際理解や多様な人々が共

に生きる社会の実現に不可欠な他者への共感や思いやりを理解し、身につけていくための学
校の取組を支援する。 

 
２ 事業内容 
（１）推進校におけるオリンピック・パラリンピック教育の推進 
   推進校へのオリンピアン・パラリンピアンの派遣 
   県は、オリンピック・パラリンピック教育推進校（※１）を指定し、希望する推進校に 
   オリンピアン・パラリンピアンを派遣して講話・実技、交流体験等を行う。（※２） 
   （※１）推進校は、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校から７校 
       を選出する。 
   （※２）新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止により、移動制限等がある場合は、 
       オリンピアン・パラリンピアンとの交流をオンラインで行うことも可能である。 
（２）鳥取県セミナーの開催 
   県は、全国セミナー等で得られた情報を県内の推進校等へ周知するためのセミナーを開 

催し、指導者養成を図る。 
（３）鳥取県授業づくりワークショップの開催 
   県は、授業づくりワークショップを開催し、推進校における実践の成果の共有を図る。 

・推進校による実践報告 ・他地域の実践紹介 ・参加者によるパラスポーツ体験 
 
３ 推進校の決定 
（１）申込方法 

①各市町村（学校組合）教育委員会は、提出のあった事業実施計画書（様式１）をとりま 
 とめ、学校業務支援システムにより令和３年６月１８日（金）までに体育保健課に提出 
 してください。 
②県立学校は、照会文書データベースの返答文書により令和３年６月１８日（金）までに 
 提出してください。 

（２）審査 
体育保健課は、上記（１）により提出された書類の内容を審査し、推進校を決定する。 

 
４ スケジュール 
  ６月下旬    推進校の決定 
  ８月下旬    鳥取県セミナーの開催 
  ９月～１２月  事業実施 
  ２月      鳥取県授業づくりワークショップの開催 
 



網本 麻里（あみもと まり） 

 

車いすバスケットボール選手 

 

大阪府大阪市出身 

 

所属：株式会社ビームス（BEAMS）に所属し、 

「カクテル」「伊丹スーパーフェニックス」にも所属 

 

大阪国際大学卒業後は、カクテル（日本）、Comets（オ

ーストラリア）、ケルン 99er’s（ドイツ）スペインと世界

のリーグを渡り歩き、トップ選手として活躍。 

 

【主な戦歴】 

 

２００５年：U-２３ 世界選手権 銀メダル獲得（１６歳、最年少で日本代表入り） 

２００６年：世界選手権 ６位 

２００７年：フレンドシップマッチ（オーストラリア）にて１試合 ３７得点（個人獲

得最高得点） 

２００８年：北京パラリンピック４位：（１９歳 最年少出場で１３３点の得点王） 

２０１０年：世界選手権７位 

２０１１年：Ｕ２５女子世界選手権５位（個人賞ベスト５） 

１試合５１得点で得点王（ギネス記録レベル） 

パラリンピック アジア・オセアニアゾーン予選（個人賞ベスト５） 

２０１３年：世界選手権アジア・オセアニアゾーン予選（個人賞ベスト５） 

ファイナルトーナメント ＭＶＰ獲得 

２０１４年：世界選手権９位（個人賞得点王）オーストラリアリーグ（クラブチーム） 

アジアパラリンピック出場 銀メダル 

２０１５年：パラリンピック・アジア・オセアニアゾーン予選（個人賞ベスト５） 

２０１９年：アジアオセアニアチャンピオンシップス 銅メダル 

２０２１年：東京２０２０パラリンピック 車いすバスケットボール ６位 

日本代表キャプテン 

       


